

























⑴　授業名：山口大学平成 25 年度共通教育　文化の継承と創造 2「源氏物語の受容」
⑵　実施時期：平成 25 年度後期（クォーター 4）25 年 9 月 29 日～ 26 年 2 月 3 日　全 8回
⑶　対象学生：学部 1年生 72 名。選択必修。受講者の内訳は、人文学部 29 名、理学部 10 名、























































































































































































































































































































　後掲資料 3と 4 は、授業後に実施された授業評価アンケートの一部である。受講登録は
72 名、アンケート回収数は 70 である。
　資料 3　質問Ⅰ．1　あなたはこの授業にどれくらい出席しましたか。
回答選択肢 評価値 回答数 構成比 科目平均
1．90％以上　 5 68 97.1（％） 88.2（％）
2．80 ～ 90％ 4 　2 　2.9（％） 　8.8（％）
3．60 ～ 80％ 3 　0 　0.0（％） 　2.5（％）
4．40 ～ 60％ 2 　0 　0.0（％） 　0.1（％）
5．40％未満　 1 　0 　0.0（％） 　0.1（％）
－非回答等　　 － 　0 　0.0（％） 　0.2（％）
評価指数　 － 4.97 4.85
　資料 4　質問Ⅰ．10　この授業はあなたにとって満足のいくものでしたか。
回答選択肢 評価値 回答数 構成比 科目平均
1．そう思う　　　　　 5 45 64.3（％） 53.8（％）
2．ややそう思う　　　 4 16 22.9（％） 27.2（％）
3．どちらとも言えない 3 　7 10.0（％） 12.9（％）
4．あまりそう思わない 2 　2 　2.9（％） 　2.8（％）
5．そう思わない　　　 1 　0 　0.0（％） 　1.3（％）
　－非回答等　　　　　 － 　0 　0.0（％） 　1.8（％）
　　評価指数　　　　　 － 4.49 4.31










































⑶　菊川恵三（2007）「生涯教育における古典指導－古典再発見－」『日本語学』26 巻 2 号、
pp.62－69。「既に知っていると思っていたものが、こんなに違うのだと知った時、学生た
ちの驚きは大きい。」と述べ、驚きが「改めて作品を読み直す」契機になるとしている。
⑷　三田村雅子は、「私たちは物語をこれまで文字情報だけで読んできましたが、実は昔の
人たちは必ずしも文字情報だけじゃなくて、建物や工芸品や景観、季節感などに助けられ
て享受してきました。（中略）古典の言葉を学ぶっていうことも、まさにそういうさまざ
まな周辺知識っていうものとともに学びたいなと思いますし、絵を読み解く方法を文章を
読み解く方法と同じくらい洗練させることもできるのではないかと思っています。補助教
材としての絵画ではなく、絵画でなくては語れないものと文字によって語るものを行き来
して、楽しみを増幅させていきたいなと思います。」と発言している。（注 2に同じ）
⑸　国宝絵巻は剥落が著しいため復元模写されたものを示した。復元プロジェクトの全容は
参考文献 6に詳しい。p.112。
⑹　美術館の中での実践に限らず、複製やスライドを用いる場合もあるとしている。古田雅
憲（2006）「ビジュアル・シンキングの国語教育への援用について」『人間科学論集』第 2
巻第 1号、西南学院大学、2006、pp.17－40。
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